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上野通明さん応援レポート

「シャネル・ピグマリオン・デイズ2016」
2016年10月29日（土）
シャネルネクサスホール

シャネル・ピグマリオン・デイズ vol.５
「シャネル・ピグマリオン・デイズ」。

東京・銀座のシャネルビル内のホール、
シャネル・ネクサス・ホールにて開催されて
いるこのシリーズ、若手のアーティストに演
奏機会を提供するプログラムである。

演奏会の名称は、シャネル社創始者である
ガブリエル・シャネルが「ピグマリオン＝才
能を信じ、支援して開花させる人」だったと
いわれていることからのネーミング。無名時
代の芸術家達の支援を続けた「ピグマリオ
ン」ガブリエル・シャネルのスピリットを踏襲
して続けられている「シャネル・ピグマリオ
ン・デイズ」。

ちなみに、シャネルが支援した無名時代の
芸術家には、パブロ・ピカソ、イーゴリ・スト
ラヴィンスキー、レイモン・ラディゲ、ルキノ・
ヴィスコンティ、ジャン・コクトーら、そうそう
たる名前が並ぶ。

毎年５名ほどの若手演奏家を支援するこの
シリーズ、2016年はその中に、チェロの上
野通明さん、ヴァイオリンの城戸かれんさん
の財団奨学生２名が選出されている。
それぞれのアーティストは、１月からの１年
間に、シャネル・ネクサス・ホールにて年６
回の演奏という素晴らしい機会をいただくこ
とになる。

会場のシャネル・ネクサス・ホール。

ブランドロゴと同様に、黒と白で統一された
ホールはとてもシックな空間。プログラムも
黒を基調に制作されており会場内一帯が洗
練された雰囲気である。

６回の演奏会のプログラムは、各々の
アーティストの自由に任されている。
テーマ構成や選曲にも興味がわく演奏
会だ。

上野さんはこのシリーズ、「バッハの無
伴奏チェロ組曲」１番～６番全６曲を、
各回一つずつ聴かせてくれるという粋
なプログラムを展開している。

５回目の本日のプログラムは、バッハ
第５番と、プロコフィエフのチェロソナタ。
ピアノは 須関裕子先生。

客席には多くのお客様。無伴奏チェロ
曲をひとつずつというプログラムを楽し
みに、毎回重ねていらしてくださるお客
様も。
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バッハ無伴奏チェロ組曲と今弾きたいソナタと

上野さん拍手に迎えられて登場。

シャネルのこのコンサートは、着席するお客
様の後方から入場し、拍手に送られながら
花道を歩んで舞台に上がる形式。演奏者と
客席が非常に近いという特徴がある。

１曲目はバッハの無伴奏曲第５番。

全６楽曲、なかでも、５番と６番が好きだとい
う上野さん。第５番のみ、これまで人前で弾
いたことがなかったとのことで、本日が初披
露となる。

『チェロの旧約聖書』と称されるバッハの無
伴奏チェロ組曲。一台のチェロで旋律と伴
奏、そしてリズムという、音楽を構成する要
素を表現することになる。無伴奏であるから、
もちろん休む間はない。高度なテクニックと
集中力が求められる。

全６楽曲のなかでも難しいといわれる第５番、
変則的な調弦が用いられているそうだ。チェ
ロの魅力でもある渋い低音も美しく、複雑な
構成の名曲を、上野さん、見事に弾ききった。

続いて、ピアノの須関裕子先生も登場され、
恒例のトークが挟まれる。

「・・・毎回バッハの無伴奏チェロ組曲からひ
とつ、それと今弾きたいと思うソナタを選ん
でいます」とプログラムの説明。

「・・・次に弾くのはプロコフィエフのチェロ・
ソナタです」「・・・演奏にあたってプロコフィ
エフについての評伝を読んでみました。
プロコフィエフはロシア人ですが、スペイン
人のリーナさんという方と結婚してフラン
スで活動していました。が、祖国への想い
が断ち切れず、一人モスクワに移住し、妻
子を呼び寄せます。それなのに、第二次
世界大戦中に妻子を置いて一人疎開し、
戦後リーナさんがスパイ容疑の冤罪で投
獄されても釈放のために何もすることな
く・・・音楽は素敵なんですが、あんまり
良い人ではなかったみたいです」。上野さ
んの語り口が、会場の笑いを誘う。

２曲目、プロコフィエフの「チェロとピアノの
ためのソナタ」が始まる。こちらも今回が
初めての披露とのこと、本日は初披露づく
しだ。
この曲は、同じくソ連に生まれ、20世紀後

半を代表するチェリストであるロストロポー
ヴィチに影響を受けて作ったといわれる、
プロコフィエフ唯一のチェロ・ソナタ。

厳かに快活に、チェロの魅力たっぷりに聴
かせてくれた。

大きな拍手に促されての本日のアンコー
ルはダヴィドフ：「泉のほとりで」。軽やか
で明るい音色に心が癒された。
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ソリストとして、そういう音を出せるように

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

－演奏においての意識；

「・・・ソリストとして、そういう音を出せるように
と常に意識しています」
「・・・向こうでの演奏機会を増やしたいですし、

幅広い経験をしていきたいと思っています。
経験することで、理解も深まるというか、“ここ
はこんな感じだ”という解釈が音楽に活かさ
れると思うので」
「・・・それから語学。ドイツ語も頑張らないと
（苦笑）」。

幼少期を海外で過ごした上野さん、英語の堪
能さはお墨付き。「ついつい英語で会話して
しまう」とは、うらやましいような。

引き続き演奏会の予定がびっしり。留学先の
デュッセルドルフと日本を往復する日々が続
く。11月にはベルリンで北村朋幹さんとの
デュオ・コンサートの予定もあるそうだ。

「沢山の演奏のチャンスをいただけることに
心から感謝し、頑張っていきます！」と、元気
に爽やかに締めてくれた。

上野さん、素敵な演奏でした。
どこかでバッハ無伴奏全曲演奏会もぜひ！

終演後、須関裕子先生と

＜演奏会概要＞
◆出演
上野 通明［チェロ］
須関裕子［ピアノ］
◆プログラム
バッハ：無伴奏チェロ組曲

第5番ハ短調 BWV 1011
プロコフィエフ：

チェロとピアノのためのソナタ
ハ長調 作品119

◆アンコール
ダヴィドフ：「泉のほとりで」

終演後、上野さんに話を聞いた。

－シャネルも５回目；

「・・・素晴らしい演奏機会をいただいて。
この演奏会に向けて準備を行うなかで、
レパートリーが増えました」

－バッハ無伴奏組曲；

「一回目から１曲ずつ順番に演奏させてい
ただいてきたのですが、今日は難しい５番
にチャレンジ。これまで５番のみ人前で弾
いたことがなかったのですが、これで全曲
無事制覇することができたことになります」

「・・・バッハは一生大切に演奏していきた
いし、自分にとって特別なカテゴリーです
ので、次回の最終回(vo.6）の第６番の演
奏も自分として悔いのない内容にしたいと
思います」

－プロコフィエフは；

「・・・こちらも今回初めてで。僕が一番尊
敬しているチェリスト、ロストロポーヴィチ
に捧げた曲だということで弾いてみようと」
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【コンサート・プログラム（表紙）】
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【コンサート・プログラム（プログラム）】
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【コンサート・プログラム（楽曲解説）】



7

【コンサート・プログラム（プロフィール）】


